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本研究は,明 治期における明治天皇巡幸,皇 太子(大 正天皇)巡 啓に用いられた巡幸施設の建築 とその室礼につい

て検討 した・明治天皇の巡幸では和風建築が圧倒的に多く,洋 風建築の場合 も内部に畳を敷き トコを設けるなど,和

風建築の規範を用いて天皇の座所 という 「格」が表現された。また,天 皇が使用する椅子 ・テーブル等 は持参し、置

畳 ・御簾など和風の調度を用いて玉座が設え られた。一方,明 治後期の皇太子巡啓では,御 座所以外に寝室や謁見所

が別室で設け られ,各 室に多種多様の調度が設えられるなど,生 活空間 としての 「質」が重視された。また,椅 子 ・

テーブル掛 ・屏風等 による皇室特有の室礼の定型が確立 し,建 築様式に関わらない身分表現が可能になった。
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   This research aims to examine the architectural designs and furnishings of the facilities where the Emperor Meiji and the Crown 

Prince stayed during their formal domestic visits in the Meiji era. Most of the facilities for Emperor Meiji were built in Japanese 

 style; even in the Western room they added tatami and toko to show the "status". The chairs and tables were brought to the facilities 

in order to set the throne with other Japanese furnishings. Compared to the Emperor's, the facilities for the Crown Prince were less 

formal in the late Meiji era. The status was expressed in the facilities for the Emperor Meiji; whereas the quality was more 

important for the Prince.

は じめ に

明治初期,明 治天皇が明治政権 の浸透 と地方情勢把握

を目的に日本各地 を巡幸したことはよ く知られている文1
～3)
。大正天皇もまた,皇 太子時代,明 治33年 の北九

州巡啓を皮切 りに全国を巡啓 した文7・8)。この巡幸 ・巡

啓の際,行 在所(天皇の仮の御座所)や御小休所注1)として

地方の民家や公共施設が用い られたが,既 存施設だけで

はなく,巡 幸 ・巡啓のために新築した例も多かった。

宮殿や御用邸 ・離宮は天皇家が所有 ・管理 し定期的に

利用する施設であるが、それに対 し行在所や御小休所(以

下,巡 幸施設と呼ぶ)は その目的や立地に応 じて臨時に

利用する施設である。巡幸施設には,そ れを用意 した人々

の抱く 「天皇の住まい」のイ メー ジが具現化されている

と同時 に,天 皇家や宮内庁の要望 ・条件が何 らかの形で

反映されたはずである。明治天皇がいち早 く洋装し,洋

風化 を推 し進める手本 とされたことから,巡 幸施設のう

ち,こ れまで特 に洋風建築だけが 「地方の鹿鳴館」と呼
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ばれ注 目されて きた。しかし,実 際は後述のように大部

分が和風建築であ り,従 来の固定的なイメージは改める

必要がある。

すでに,天 皇をは じめとす る皇族が所有す る本邸 ・別

邸 について検討を行い,御 用邸や皇族別荘の多 くが和風

を主体 としたこと,明 治初期 には他に先立って洋風化が

進んだ皇族本邸が,明 治中期以降は和館を前面に押 し出

す構成に変化した ことを指摘 した文50・51)が,本 来 「洋風

化の手本」であったはずの天皇や皇族の邸宅でなぜある

時期か ら 「和風」が選択 されたのか,そ の理由はいまだ

明 らかではない。

この解明には,常 設的な住まいである宮殿や御用邸だ

けではなく,臨 時の住まいである巡幸施設 も含めた分析

が必要である。明治天皇 と皇太子(大 正天皇)の 巡幸 ・巡

啓を比較することで,明 治初期 と後期での建築様式や室

礼の違 いや,巡 幸 ・巡啓施設の建設意図の違 いも明らか

にできよう。



以上の視点から,本 研究 は,明 治期 の巡幸 ・巡啓施設

を対象に,建 築およびその内部の室礼 において 「和風」

と 「洋風」のいずれが選択されたか,そ の選択 にはいか

なる意図が込め られて いたか を検討 し,明 治期の皇室に

おける和風回帰の背景を考察するものである。

1.明 治天皇の巡幸施設 とその室礼

IA巡 幸施設の種類と建築様式

明治天皇の長期にわたる巡幸は,近 畿 ・中国 ・九州巡

幸(明 治5年)を はじめとする6回(六 大巡幸)で ある

文3・4)。ここでは これ らの巡幸のうち,船 中泊が多 く巡

幸施設の利用が少ない行幸 ・行啓を除き,か つ史料や現

存遺構が多 く,施 設の様相がよくわかる例 として,奥 羽

巡幸(明 治9年6月2日 ～7月21日,以 下9年 巡幸 と

呼ぶ)と 東北 ・北海道巡幸(明 治14年7月30日 ～10

月11日,以 下14年 巡幸 と呼ぶ)を 中心に扱うものとし,

北陸 ・東海巡幸(明 治11年8月30日 ～11月9日,以

下11年 巡幸と呼ぶ)を 随時対象に加える。なお,9年

巡幸と14年 巡幸は,東 京～青森間で順路が重複 し,巡

幸施設 も両度使われた例が多い。また,こ の六大巡幸で

は,後 述のよ うに天皇が使用する椅子 ・テーブル等 を持

参してお り注2),天 皇 は用意された巡幸施設の種別や建

築様式 に関わ りな く常に椅子座 を通 したことを確認 して

おきたい。

9年 と14年 の2度 の巡幸で使用された巡幸施設は,

御泊行在所68件,御 昼行在所57件,御 小休所246件

の計371件 注3)で ある(表1-1)。 利用された建物の種類

は,個 人住宅が6割 を占める。11年 巡幸の場合も,巡

幸施設305件 のうち,個 人住宅は208件 で7割 近くを

占めた文3)。

これ らの巡幸施設を,主 に外観か ら建築様式で分 ける

と,9年 巡幸 と14年 巡幸の場合(表1-1),洋 風建築は御

泊行在所11件,御 昼行在所3件,御 小休所8件 の計22

件に過ぎず,大 部分は和風建築である。特に個人住宅の

場合,洋 風建築は若目田家(栃 木県阿久津村,現 存せず)

注4)の みで,他 はすべて和風だった。

ところで,明 治天皇はこの巡幸の際,各 地で県庁 ・郡

役所 ・学校 ・裁判所 ・軍施設 ・産業施設を視察 に訪れて

いる。当時の山形県令三島通庸が,巡 幸に先立ち,県 庁

舎 ・郡役所 ・県立病院 ・警察署な どを洋風建築で新築 し

た例が知 られる文55)ように,天 皇が視察に訪れた施設は

圧倒的に洋風建築が多かった。天皇が宿泊 ・休息する巡

幸施設に洋風建築が用意 された との先入観は,天 皇 自身

が帯びた洋風のイ メージに加え,視 察 を受けた洋風建築

が注 目されたことか ら生まれたのだろう。

学校や官庁舎は,視 察に訪れるだけではなく,行 在所

や御小休所 として も用い られているが,山 形博物館(山

形市)文18),雄 勝郡 役所(秋 田県湯沢市)文 正4),長 岡小学

校(新 潟県長岡市)文26・27)の ように,校 舎や庁舎が洋風

建築であっても,天 皇の御座所(以 下,玉 座注5)と呼ぶ)

は和風で別棟を新築する例が多かった。巡幸を指揮する

太政官側 も,学 校等の洋風建築を行在所に充てることを

奨励 しておらず,例 えば11年 巡幸では,新 潟県の大崎

村 ・柏崎村,福 井県の丸岡町などで学校を新築して御泊

行在所に充てる希望が出されているが,「 家屋の構造」

が行在所 として適切ではないとの理由で,民 家や寺院な



ど他の建物に変更 した り,和 風で別棟 を新築 して いる文

5) 。宿泊や休息など,い わば天皇が 「住む」ための施設

と,地 方の発展 をアピールする 「見せる」施設は分けて

考えられていたこと,洋 風建築は天皇が 「住む」施設 と

して適切ではないと認識されていたことが窺える。

14年 巡幸に先立って出された 「御巡幸二付心得方」

(以下,「 心得方」 と呼ぶ)文5)に よれば,巡 幸の目的

は 「地方民情ヲ可被知食」ことであり,巡 幸施設は 「只々

御差支不相成儀 ヲ大旨」 として,支 障がない限 り既存建

物を使うよう指示 されている注6)。 しかし実際は,14

年巡幸 の秋 田県 の場合,巡 幸施設の約6割 が玉座を新築

し,2割 強が既存の建物に修理を加えている(表1-2)。

特 に個人住宅は新築 ・改造 を行った比率が高 く,本 来野

営であるはずの 「野立」でも10箇 所中6箇 所で御小休

所を新築 している。11年 巡幸の新潟県の場合(表1-2)

も同様で,個 人住宅の約7割 で玉座の新築 ・改造が行わ

れてお り,地 域 による差はあるものの,既 存建物をその

まま利用す るのではな く,新 築 ・改造 した巡幸施設の多

かったことがわかる。

1.2巡 幸施設の平面と内部空間

巡幸施設 には宿泊のための御泊行在所,昼 食のための

御昼行在所,休 憩のための御小休所がある注1)。先述の

「心得方」によれば,「 御馬車舎並供奉員 ノ馬繋場所」

を宿泊 ・休憩いずれでも準備すること,「 御浴室並御厨」

は内務省 ・宮内省 と相談 して準備することが通達されて

いるものの,平 面や設備について他に細かな指示はない。

玉座は8畳 か ら12畳 程度の広さが多 く,宿 泊 ・休憩な

ど用途 に関わ りな く玉座1間 に便所や湯殿 を付した平面

を採っている注7)。 後述のように,明 治5年 の九州巡幸

の際は御寝台を玉座に設えてお り、巡幸の際はこの玉座

1室 で食事や就寝な どすべてを行ったと考えられる。

以下,洋 風建築と和風建築に分けて詳 しく検討する。

(1)洋 風建築

表1-1の 洋風建築22件 のうち,平 面や写真によって

巡幸時の内部の様子が判明するのは9件 である(表1-3)。

東置賜郡役所(山 形県,図1-1,2)の 場合,玉 座部分は板

敷の床に畳20畳 を敷き詰め,「 置床」を設けている文20)。

また開成館(福 島県,図1-3)で は,板 敷の室内の一角に

柱を立て,障 子を巡 らして,12畳 敷の玉座を設けた文23)。

清川小学校(山 形県,図1-4)で は,巡 幸のときのみ校

舎全体に畳を敷き詰め,玉 座部分は畳の上 にさらに絨毯

を敷いたという文19)。 このように,本 来板敷の床に巡幸

の時のみ畳を敷 く例は9例 中6例 に及び,置 床の設置や

改造 によって玉座に トコを設ける例 も9例 ある。本来な

ら椅子座 にもっともふさわ しいはずの洋風建築で,内 部

空間をそのまま利用するのではな く,和 風建築の要素を

加味 している点が特筆される。

(2)和 風建築

前掲の3度 の巡幸 のうち,玉 座を新築 した例(表1-

4)を 中心に考察する。個人住宅で別棟を新築する場合,

郡山御泊行在所(福 島県,図1-5)や 六郷御小休所(秋

田県,図1-6),名 取御小休所(宮 城県)の ように,母

屋とは別棟で1室 または2室 の建物を設ける場合が多い。

大部分が玉座に トコを設けるが,郡 山御泊行在所や北野

御小休所(秋 田県,図1-7～9)の ように,2室 の場合 トコ

を次の問か ら見た正面ではな く,庭 側からみた正面に設

けることが特徴である。これは次の間が侍従の控室で注9),

2室 を通 して対面に使用する場面が少なく,天 皇 に拝謁

する場合も庭または縁か ら伺候するためと考え られる。

また2室 構成の場合,北 野御小休所(山 形県),岩 室御

小休所(新 潟県)な ど多 くが玉座 を上段とし,さ らに置

畳を置 いて天皇の椅子 を置く場所の床高をあげる例も多

い注10)。

現存する建物の寸法を見 ると(表1-4),内 法高さ

は5尺8寸 程度 と標準的な寸法であるのに対し,天 井高

さにつ いては六郷御小休所や漆山御小休所(山 形県),

岩室御小休所で10尺 以上あり,非 常に高い。また外観

も,北 野御小休所や六郷御小休所では玉座の真上のみ屋

根 を上げ,郡 山御泊行在所では平家でありなが ら2階 分

に近い軒高にするなど,高 さを強調した例が見られる。

室内の仕様を見ると,天 井は樟縁天井の他,格 天井に
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図1-1東 置賜郡役所 外観
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図1-2東 置 賜郡役所 平面図

(文献20所 収)

図1-7北 野御小休所 外観

図1-3開 成館 玉座見取図

(文献23所 収)

図1-4清 川小学校 玉座

(文献19所 収)

図1-8北 野御小休所 玉座
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図1-10天 童市立旧東村山郡役所資*斗館所蔵の椅子
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表1-4明 治天皇巡幸における和風の巡幸施設例 注8)

住総研 研究年報No.29,2002年 版

一124一



す る例(北 野御小休所,柏 崎御泊行在所文26)な ど)や,

玉座 上部 のみ塗 り回 しにす る例(名 古屋博物館便殿 な

ど)が 見 られる。北野御小休所では,襖 は金張 り,天 井

格間は銀張 りで,新 津御泊行在所(新 潟県)で も房付の

金襖 を用いて玉座廻 りを 「総金地」 にした という文26)。

柏崎御泊行在所で も当初は天井格間を金張 りにしたが,

巡幸先発官 に倹約を促されて銀紙に改めている文26)。 金

や銀は高価かつ高貴な仕様として選ばれたのであろう。

この他,御 所や神社を意識 した意匠が多いことも特徴

である。名取御小休所の場合,巡 幸時の記録に建築様式

につ いて 「宮居建」 「紫哀殿に似たる」とあり文12),新

津御泊行在所も既存建物を 「御所風」に改築している文26)。

漆山御小休所では,ト コ以外 に 「神床」 と呼ぶ神棚を設

ける文21)。巡幸施設が,巡 幸後神社社殿に転用される例

が多 いのは,天 皇由縁の建物 として大切にされたこと以

外に,そ の意匠が神社建築に似て いたことも一因と考え

られる。

(3)巡 幸施設の建築的特徴

これ ら巡幸施設で最 も注 目されるのは,本 来なら椅子

座に最もふさわしいはずの洋風建築で,敢 えて畳を敷き,

トコを設けるなど,和 風の要素を加味す る改造を加えて

いる点である。その理 由として考えられるのは,内 部空

間の 「格」を表現する手段 として,洋 風ではなく和風の

規範を用いた ことである。板敷の床 をそのまま使用 しな

いのは,書 院造で板敷の床 を使 うのが台所など裏方の格

が低い部分だけだか らであり,こ のため天皇が用いる部

屋では絨毯 を敷 くにもかかわ らず畳 を敷いたと考えられ

る。また,ト コは部屋の格の高さを示す装置 として設け

たものであろう。 このように,洋 風建築でありなが ら,

和風建築 の既存の規範を用いたのは,未 だ洋風建築の浸

透が浅 く,洋 風の意匠で 「天皇の座所」という格を表現

するだけの技術 と知識がなかったためと考えられる。

同様に,和 風の巡幸施設では,屋 根や天井の高さを強

調 し,床 高を上げる例が多い。高 さの強調は,靴 のまま

床上 にあがる生活様式に適応 させ るためとも考えられる

が,内 法高さは標準寸法であること,内 部の天井高さと

無関係に外観の高さを強調 している例があることなどか

ら,書 院造以来の空間秩序を利用 して建物の格を示 した

ものと判断される。 さらに,金 ・銀の使用や,御 所 ・神

社建築の意匠の援用など,「 格が高い」と認識される既

存の意匠を随所に散 りばめている。

明治天皇の巡幸施設で最 も重視されたのは,天 皇 とい

う特別な人物を迎 えるにふさわしい 「格」を表現す るこ

とだった といえる。

1.3巡 幸施設の調度と室礼

巡幸施設は持参 した調度 と巡幸先が準備 した調度 によ

って,天 皇の生活様式に即して設え られた。以下,調 度

と室礼,巡 幸先での天皇の生活様式について検討する。

(1)巡 幸施設の必要調度

a.天 皇が持参する調度

巡幸の準備や対応は,各 巡幸 ごとに先述の 「心得方」

文5)に よって太政官か ら通達された。天皇が使用する調

度については,9年 巡幸の 「心得方」注2)に 「御膳部一

式,御 椅子テーブル並御風呂御厨等ハ,総 テ御持越 ノ筈

二付別段用意二及バズ」 とあ り,椅 子 ・テーブルな どす

べて持参された。その後の巡幸の 「心得方」にも同様に

記述されてお り文5),ま た5年 巡幸 は 「心得方」文5)に

調度の持参に関する記事がな いものの,巡 幸に関わった

人々の回顧録文5)に 「御椅子 も御卓子 も箱詰にして御持

越」 とあって,椅 子 とテーブルはすべての巡幸で持参さ

れていた。

持参する調度は箱,樟 などに収納されて運搬され文12),

14年 巡幸の御泊行在所 を例に見 ると,「 御寝台並びに

夜具入」1箱 他,長 樟22樟 に及んでいる文12)。また,天

皇は同日内に複数箇所を巡幸 し,天 皇の到着前に準備す

る必要があるため文21),巡 幸施設に持参される調度はす

べてが複数組準備され文21),御 泊行在所や御小休所を1 ,

2ヶ 所おきに順次送られた。

持参する調度 を詳 しく見ると,ま ず椅子は,柏 崎御泊

行在所で用いられたものは黒漆塗で所々に 「金製蘭の御

紋章」があり文25),六郷御小休所で用いられたものは 「沈
くマ マ コ

金の巻絵」のある椅子だった文15)。これ らか ら判断する

と,天 皇が持参 した椅子は明治期に皇室が多 く用いたと

して知 られる文53),黒 漆塗金蒔絵 の椅子 と同等のもので

あった。天皇が使用する椅子は,広 島大本営設営(明 治

27年)な ど,巡 幸以外の行幸でも持参 されている注11)。

天皇の椅子は,他 では代替できない固有の椅子であ り,

天皇の身分を象徴する装置だったともいえる。

次にテーブルについては,「 明治十一年八月北陸東海

両道御巡幸御道具調書」注12)によれば御泊行在所に持参

する調度として 「御テー ブル大一 中一小一,錦 御テーブ

ル掛大二中一小一」が挙 げられてお り,テ ーブルは3卓

あった。こうしたテーブルは,新 発田御泊行在所(新 潟

県)の 場合,当 主が東京大倉組に注文 して 「宮内省御用

品同様」に 「角形黒塗蒔絵 の御卓子」や 「丸型黒塗蒔絵

の小卓子」を用意 している文26)が,こ うした漆塗のテー

ブルは例外で,多 くは 「白木の粗末なもの」だった文5)。

18年 巡幸の香登御小休所(岡 山県和気郡)の 古写真文11)

には 「御料のテーブル」 として 白木 とみ られるテーブル

が写っており,こ れ以外様子がわか る例もみな白木であ

る。 これは,持 参したテーブル掛を掛けて用いるため,

テーブルそのものは簡素な仕様だったと考え られる。テ

ーブル掛は,「 紅地大和錦」(糸 魚川町御泊行在所,新



潟県文26))な どとあ り,華 麗な錦で覆われたテーブルを

前に黒漆金蒔絵の椅子に座 るという明治天皇の玉座の様

子注13)が,巡 幸時に確立 していた ことになる。 これ らの

調度を巡幸に持参す ることによ り,椅 子座 を用いる天皇

の姿を地方に鮮烈に印象づけただろう。

この他 「御寝台」は,す でに明治5年 巡幸時に持参さ

れてお り文5),巡 幸先での就寝には寝台が用い られてい

た。その寸法は長さ7尺 巾3尺5寸 とある文26)から,い

わゆる洋式のベッドだった と考えられる。

天皇がすでに明治5年 から仮皇居で椅子座を採用 した

ことはよく知 られ る文4)。巡幸に際し椅子,テ ーブル及

び寝台 を持参 したことは,巡 幸先で も一貫 して椅子座を

墨守した ことを示 している。

b.準 備する調度

天皇が使用す る調度は,先 述のようにすべて持参され

たため,巡 幸先が準備す る必要はないが,自 主的に準備

された ものもあった。11年 巡幸の新発田御泊行在所 と

なった白勢家では,巡 幸 に際し一般には持参品が使用さ

れる天皇使用の椅子 ・テーブル ・テーブル掛を準備 した

文26)。また,天 童市立旧東村山郡役所資料館 には巡幸の

ために用意 した椅子 ・幕 ・御簾などが保存されている(図

1-10)が,こ れ らは用意 したにもかかわ らず天皇が持

参の調度 を使用 したため実際には使用されなかった とい

う文22)。

『明治天皇御巡幸五十年記念展覧会写真帖』文17)によ

れば,巡 幸に関わる品 として 「玉座御敷物」など絨毯 ・

敷物6点 が記 されてお り,絨 毯 ・敷物が各所で準備され

ている。また東置賜郡役所(山 形県)で は,玉 座で使用

する御簾を村民が酵金 して東京か ら購入したといい文20),

御簾も自主的に準備されていた。こうした敷物や御簾は

「心得方」に全 く記載が ないにもかかわ らず,多 くの巡

幸施設で準備されてお り,準 備規範の存在を伺わせる。

天皇が使用す る調度に対 し,供 奉する臣下が使用す る

調度は,巡 幸先が準備 した。14年 巡幸時の宮城県の準

備品を整理すると表1-5の 通 りで,巡 幸時には臣下詰め

所 にも椅子,テ ーブルが準備され,天 皇のみならず臣下

にも椅子座が徹底された。

(2)巡 幸施設における室礼

巡幸施設の内部は,天 皇が持参した調度や巡幸先が 自

主的に準備 した調度によって設えられた。諸記録から,

これ らの調度による室礼の様相を知ることができる。

巡幸先各所で敷物が準備されたことを先にみたが,11

年巡幸の新発田御泊行在所では12畳 の玉座に 「花模様

毛切絨毯の目覚むるような」敷物が敷き詰められ文26),

新潟御泊行在所(新 潟県)の 玉座 に 「ベルベット」文26),

泊御泊行在所(富 山県)で は 「天鳶絨藍」文28)が敷かれ

るなど,玉 座にはほとんどの場合敷物が敷かれた。先述

の通 り,洋 風建築の巡幸施設で も玉座は板敷の床に畳を

敷いたか ら,巡 幸施設が洋風 ・和風いずれの場合でも畳

の上に敷物を敷 いたことになる。 これは,靴 を履いたま

ま巡幸施設を使用す る天皇の生活様式に対応 したもので

あったと考えられ,巡 幸施設では臣下も靴のまま巡幸準

備をしている文5)。

天皇 の使用する椅子 とテーブル は,敷 物の上に直接置

くのではなく,置 畳 を設え,そ の上に置 く場合 もある。

11年 巡幸の沼垂御 小休所(新 潟県)の 「御臨御御間」

の図(図1-11)に よれば,中 央に2畳 の置畳を据え,

その上に緋毛競の菌を重ねて玉座 としてお り,テ ー ブル

と椅子 はこの菌の上に置かれた。 また長松御小休所(岐

阜県)で は,「 緋毛競を敷き詰め,二 畳台の上に南面し

て御椅子,そ の前と左とに大小の卓子を据え」てお り文30),

この他多 くの巡幸施設で玉座に2畳 程度の置畳を置き,

更にその上に敷物を敷いて椅子 ・テーブルを置いている。

その他の室礼を見ると,沼 垂御小休所では三方に御簾

を垂 らし,玉 座の外面上方に 「紫縮緬ノ幕」を巡らせ 「注

連」 を引いている文26)。御簾や幕,注 連縄などを用いた

玉座周囲の装飾は,東 村山郡役所(山 形県,図1-12)

など他 の巡幸施設でも一般的にみ られるものである。先

に洋風の巡幸施設の場合,ト コを設 けるなど和風の規範

を用いて 「格」を表現 したことを指摘 したが,置 畳や御

簾,幕 などもその表現のひとつ といえる。敷物を敷 くこ

とで椅子座の生活様式に対応 させなが らも,更 にその上

に置畳 を設え,そ の上にまた敷物を敷いて天皇の象徴 と

もいえる椅子とテーブルを置き,御 簾や幕などを廻 らす

という室礼は,重 層的な 「格」の表現であ り,巡 幸施設

の室礼の特徴だった。

2.皇 太子(大 正天皇)の 巡幸施設とその室礼

2.1巡 啓施設の種類 と建築様式

大正天皇の皇太子時代の長期にわたる巡啓は9回 あ り,

その御泊行在所 を建物の種類で分類すると表2-1の 通 り

となる。県庁舎や迎賓館,学 校等公的な施設の利用が多

く,住 宅は全体の4割 ほどで,そ の大部分は池田仲博別

邸(仁 風閣,鳥 取。図2-1～3)や 上杉茂憲邸(米 沢)

など旧藩主の邸宅である。明治天皇の巡幸が地方視察や

国民の実情把握を目的に掲げたのに対 し,皇 太子巡啓の

場合,公 式の訪問は明治天皇の巡幸が無かった明治40
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図2-6大 家尋常高等小学校の椅子

(大代公民館所蔵)

表2-241年 巡啓の宮城県における準備品の例

(注15の文献により作成)

図2--5「 行啓ノ節所要品御座所用

中小形卓」の図(注15の 文献所収)

駿
図2-7借 行社(仙 台)御 座所

(文献40所 収)

図2-8昭 和13年 御前会議の室礼

く『明治 ・大正 ・昭和天皇の生涯』

新人物住来社、2001年 、所収)

表2-1皇 太子(大 正天皇)巡 啓における御泊行在所の種別と建築様式(文 献33～49に よる)

巡啓 ・期間 学 校 公共施設 軍施設 住宅 その他 件数

北九州巡啓 旧西部都督部(小倉) 借行社(熊 本) 洋 鎮守府司令官官舎(佐 世保) ●有栖川宮甥邸(舞 子) 和 7

M33.10.14～12.3 有馬頼萬別邸(久 留米)

第七土木監督署(博 多) 県知事公舎(長 崎)

僧越北関東巡啓 新潟県議会議事堂(新潟) 洋 ●中島伊平別邸(高 崎) ●善光寺大勧進(長 野) 和

M35.5.20～6.7 ●臨江閣(前 橋) 和 高陽館(高 田) 6

楷楽園好文亭(水戸) 和

和歌山瀬戸内巡啓 愛媛県庁舎(松 山) ●二条離宮(京都) 和

M36.10,6～10.20 栗林公園掬月亭(高松) 和 徳義社(和歌山) 5

●後楽園(岡 山〉 和

山陰巡啓 ◎安来尋常高等小学校(安 来) 洋 ◎鳳翔閣(米 子) 和 水交社(舞 鶴) 洋 ◎池田仲樽別邸(仁風閣,鳥取) 洋 ●二条離宮(京都〉 和

M40.5,10～6.9 ◎安濃郡立農学校(大 田) 和 ◎飛龍閣(倉 吉) 和 ◎遠藤嘉右衛門邸(今市) 和 12

◎大家尋常高等小学校(大 家) 和 ◎工芸品陳列所(興雲閣訟江) 洋 ◎松平武脩邸(浜 田) 和

江津尋常高等小学校(江 津) 洋

南九州高知巡啓 紫明館(宮 崎) ●島津忠重磯邸(鹿 児島) 和 4

M40.10。23～11.14 大分県庁舎(大 分) 山内豊景邸(高 知)

山ロ徳島巡啓 ◎千秋閣(徳島) 和 ●毛利元昭別邸(山 口) ●有栖川宮別邸(舞 子) 和 3

M41.4.4～4.19

東北巡啓 山形女子師範学校(山 形) 洋 鉱山倶楽部(小 坂) 洋 ◎借行社(弘 前) 洋 県知事公舎(青 森) 和 ●有栖川宮房郷(猪 苗代) 洋

M41.9,8～10,10 福島県庁舎(福 島) ●借行社(仙 台) 洋 奥羽種馬牧場長官舎(七 戸) 12

上杉茂憲邸(米 沢)
◎佐竹義生別邸(秋 田)

双葉郡役所(富 岡) ◎南部利淳別邸(盛 岡〉 和

岐阜北陸巡啓 ◎富山県議会議事堂(富 山) 前田利為別邸成巽閣(金沢) 和 ●西本願寺別院(岐 阜) 和 4

M42.9.15～10.6 松平康荘邸(福 井) 和

北海道巡啓 ◎函館区公会堂(函館) 洋 信行社(旭 川) 洋 飯田信三別邸(門 別)
'

御料牧場(新 冠) 和

M44.8.18～9.14 ◎小樽区公会堂(小梅) 和 7

●豊平館(札 幌) 洋
◎釧路区公会堂 洋

合 計 5 Z2 5 19 9 60

●は明治天皇行在所としても利用された建物、◎は行啓に当たって新築された建物を示す。
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年の山陰巡啓(以 下40年 山陰巡啓と呼ぶ)と 同年の南

九州 ・高知巡啓,明 治44年 の北海道巡啓(以 下44年 巡

啓と呼ぶ)の3回 のみで,他 は勉学のための 「御微行」

とされた文8)。このため,明 治天皇巡幸が一般の個人住

宅を多 く用 いたのに対 し,皇 太子巡啓では公的な色彩の

強 い公共施設や旧藩主邸が用い られる結果 となった。

9回 の巡啓のうち,公 式の訪問とされた40年 山陰巡

啓と44年 巡啓で新築された施設が多いのも同様の理由

であろう。山陰は,明 治天皇の巡幸が無か ったために皇

太子の来訪 を切望 していた地域 であ り,さ らに明治37

年 に巡啓実施が内定 して準備を始 めた後,日 露戦争勃発

により40年 に延期された経緯 もあって文8),準 備にさら

に力が入る結果 となった。この40年 山陰巡啓では,12

箇所の御泊行在所の他,御 昼行在所5箇 所,御 小休所6

箇所(野 立3箇 所を除く)の計23箇 所が用意された文44・45)

が,こ のうち21箇 所で御座所注14)が新築され,1箇 所

で大改造が行われていて文44・45),明治天皇巡幸時 と同様,

新築を当然とする傾向が見 られる。44年 巡啓の場合も,

明治天皇の滞在があった札幌 を除 く地域,す なわち小

樽 ・釧路などで巡啓施設の新築が 目立っている文34～37)。

利用 された建物は時代性も反映する。公共建築では,

公会堂 ・迎賓館 と呼ばれ る建物(鳳 翔閣,米 子など。図

2-4)の 使用が特に目立ち,表2-1以 外にも御小休所と

して帯広区公会堂(北 海道)文8)や 能美郡公会堂(富 山

県)文28)な ど複数が用い られてお り,し か もその多 くが

巡啓時に新築 されている。公会堂や迎賓館は,明 治初期

には存在 しなかった種類の建築で あり,ま たこうした公

共建築 は,明 治天皇巡幸時には原則として洋風建築で,

玉座を別棟で置かない場合はその洋風建築が利用 された。

しかし,皇 太子巡啓の場合は,表2-1に みるように公共

建築のうち半数が和風である。同様に,旧 藩主の邸宅 も

1例 をのぞいてすべて和風で,巡 啓の行われた明治後期

は,明 治維新当初東京 に本邸を構えた旧藩主らが,か つ

ての領地 に地元本邸 を和風で建設 した時期に当たる文56)

注15)。公会堂や迎賓館な どいわば町の顔 となる公共性の

高い施設や,旧 藩主の邸宅が和風の意匠で建て られたの

は,日 清 ・日露戦争後の国家意識の高揚の現れと指摘さ

れている文56)が,こ れ らの多 くが巡啓時に新築 されてい

ることか ら,皇 太子巡啓が建設の契機になった可能性を

指摘できる。

2.2巡 啓施設の平面 と内部空間

ここでは,新 築された巡啓施設が多い40年 山陰巡啓,

44年 巡啓を中心 に検討を行う。

まず平面 についてみると,御 小休所や御昼行在所の場

合,御 座所1室 のみの場合が多い。一方,御 泊行在所の

場合,安 来尋常高等小学校(安 来)を 例に見ると,15

畳の謁見所を中心に,そ の左右に10畳 の御座所 と10畳

の寝室,さ らに食堂 ・更衣の間 ・浴室 ・便所が設け られ

て いる文44・45)。他の御泊行在所も同様で,遠 藤嘉右衛門

邸(今 市)の ように謁見所がない場合もある文44・45)もの

の,仁 風閣(鳥 取,図2-3)や 工芸品陳列所(興 雲閣,

松江)で も御座所 ・謁見所(拝 謁室)・ 食堂 ・寝室が設

けられていて文44・45),洋風 ・和風 という建築様式に関わ

らず,御 座所 ・寝室 ・食堂は別室で設置されている。先

に見たように,明 治天皇巡幸の場合は,御 泊行在所も御

小休所 も大部分が玉座1室 で構成 されていたのに対 し,

皇太子巡啓では用途毎に部屋 を分け,複 数の部屋で構i成

される点が大きく異なっている。

内部空間については,明 治天皇巡幸時には洋風建築の

内部で巡幸時のみ畳を敷き,ト コを設ける例が多かった

ことを指摘 したが,皇 太子巡啓の場合,洋 風の御座所や

謁見所に トコや畳を持ち込む例はみ られない。ただ し,

寝室については建築様式に関わらず畳敷で(図2-2),

例えば函館区公会堂の場合,本 来 は板敷きで備え付けの

寝台があるにもかかわ らず,巡 啓の時のみ既存の寝台を

取 り払って畳6畳 を敷 き込んでいる文33)。寝室を畳敷に

する例 は,皇 太子が夏期の保養に用いた日光田母沢御用

邸文52・54)にもみ られ,ま た赤坂離宮内の東宮御所には全

室畳敷きの御殿も建て られてお り注16),畳 敷の寝室はこ

れら皇太子の 日常の生活空間に近づけるよう用意された

と考 えられる。 こうした平面や室内の仕様は,40年 山

陰巡啓でも44年 巡啓でも共通し,か つ施設問の相違 も

ほとん どないほどよく統一されていて,宮 内省の明確な

指示があったことを窺わせる。皇太子の巡啓では,送 迎

時の服装や方法が細か く明文化 され文8),今 日も続 けら

れて いる樹木の御手植等の儀式が定型化する文45)など,

明治天皇巡幸に比べ巡啓の形式が統一されたことがすで

に指摘 されて いる文8)。同様に,巡 幸施設について も均

一化が図られ ,皇 太子が普段生活する空間にできるだけ

近づけるよう意図されたと考えられる。

2.3巡 啓 施設 の調度 と室礼

(1)巡 啓 施設 の必要調度

皇太子 の巡啓 施設 は,上 記 の よ うに複数 の居室 で構 成

された た め,施 設全体 で必 要 とされ る調度 も多か った 。

このた め,明 治 天皇巡 幸 では天皇 が使 用す る調度 はす べ

て持参 され たが,皇 太子 巡 啓で は 「宮 内省 よ り差 し廻 さ

れた る」 文33)調 度 と,巡 啓先が 準備 す る調度 の両方 が用

い られた。

皇太子 が持参 したのは 「御椅子 」文33),1洋 卓 掛」文331,

「御 寝台1文44),「 御 夜具1文44),1便 器1文44)等 で ある。

椅子 とテー ブル掛 はいずれ も御 座所で用 いられた文33)。

テー ブル掛は 「赤地 に龍鳳鳳 牡丹の模様 ある錦」文33)で,



明治前期からしばしば使用 される皇室を象徴す るテーブ

ル掛である。巡啓施設の寝室はすべて畳敷だったが,「 御

寝台」を持参 して使用 した。

明治41年 の東北巡啓(以 下41年 巡啓 と呼ぶ)の 宮城

県の場合,準 備 について東宮主事から詳細な指示が出さ

れて いる注17)。巡啓先での準備品につ いては印刷物で示

され(表2-2),準 備品の一部は図化されていて(図2-5),

行啓準備の規格化が進んだことが窺える。表2-2に 見る

ように,巡 啓先が準備 した調度は多種多数にわた り,明

治天皇がすべて持参 した ことと大きく異なる。また,巡

啓先の御座所で皇太子が使用する椅子 は持参 されたが,

安来尋常高等小学校(島 根県)で は 「御旅館用の椅子二

脚 は郡よ り大阪 に注文 して新調」 し文44・45),他に仁風閣

(鳥取県),飛 龍閣(鳥 取県),大 家尋常高等小学校(島

根県,図2-6),豊 平館(北 海道)に 巡啓時の椅子が現

存するから,巡 啓先でも椅子を準備 した ことがわか る。

これ らはいずれも御泊行在所で,御 泊行在所の場合複数

室か ら構成され,特 に多 くの調度を必要 とするため,巡

啓先が皇太子の使用する調度を準備したのであろう。

椅子 をはじめとする多種多数の調度を巡啓先が準備 し

たことは,明 治後期には皇太子の使用する調度 を調達で

きる体制が地方でも整った ことを示唆している。また,

仁風閣に現存する椅子は,皇 室家具に多い黒漆塗金蒔絵

ものだが,明 治初期皇室家具の遺構 とされる文57)春帆楼

の椅子 と比較すると,背 もたれ と座が一体で作るよう改

善され,蒔 絵の施し方が洗練され るなど,家 具としての

成熟がみられる。

(2)巡 啓施設における室礼

巡啓施設は,持 参の調度 と準備 した調度で設えられた。

宍道御昼行在所(木 幡久右工門邸,島 根県)の 御座所

の場合,段 通を敷き詰め金屏風を立て,中 央 にさらに小

段通 を敷き,そ の上に椅子 ・テーブルを置いた文44)。ま

た,仁 風閣の御座所の場合,絨 毯敷きの床に文46)金屏風

2双 と 「赤地金蘭の卓掛」を掛けたテーブル,椅 子1脚

を置 いた文44)。前者は和風建築,後 者は洋風建築だが,

床に敷物を敷き,金 屏風の前に椅子 ・テーブルを置 くと

いう室礼は共通し,また他の御小休所や御昼行在所でも,

敷物 の仕様などわずかな差異はあるものの共通 して用い

られている。御座所で使用する屏風は金無地 に限 られて

お り文44),能 義郡では大阪に注文 して 「絹地 に箔三枚掛

けにて金欄の表装黒塗縁」の屏風を用意した文44)。金無

地 と仕様 を限定 していることからも,金 屏風 は御座所を

設える重要な要素だったと考えられ,皇 太子 の巡啓では

金屏風 ・椅子 ・金欄 のテーブル掛からなる室礼が洋風建

築 ・和風建築 いずれの御座所でも用いられる定型化 した

ものとなった。

生活様式の変化も大きい。41年 巡啓の伊達宗基家(御

昼行在所,宮 城県)で は,「 殿下には御玄関において御

脱靴 を願ふ」注17)とあ り,皇 太子 は行啓施設の玄関で靴

を脱いでいる。今市御泊行在所(遠 藤嘉右衛門家,島 根

県)で は,皇 太子は玄関の衝立内側で一ヒ靴 に履き替 えて

御座所に入室 した文45)。また,出 雲御昼行在所(千 尊福

邸,島 根県)で も,玄 関を入った後上靴に履き替えてい

る文45)。こうした例は和風建築だけではない。41年 巡啓

の儲行社(仙 台)の 場合,洋 風建築の内部 に畳敷の御座

所が設けられた(図2-7)が,椅 子 とテーブルの部分に

のみ絨毯 を敷 いて いる文40)。畳敷の御座所に絨毯を使用

する方法は明治天皇巡幸時か らみ られたが,明 治天皇巡

幸の場合土足のまま使用するために絨毯が部屋中に敷き

詰められていたのに対 し,借 行社の場合絨毯は敷き詰め

ではな く室内で 「脱靴」 し上履きで使用したと考えられ

る。また明治天皇の場合,個 人住宅などでは庭から靴の

まま直接御座所に入ることが多かったが,皇 太子の場合,

個人住宅を含む行啓施設のほとんどで玄関を幕等で設え

ていて文44),玄関を使用することを前提としていた。

3.巡 幸 ・巡啓施設の特質とその設計意図

3.1建 築平面と内部空間

明治天皇巡幸と,皇 太子(大 正天皇)巡 啓では,巡 幸 ・

巡啓施設の設計意図に明 らかな差を認めることができる。

第一に,巡 幸 ・巡啓施設で重視 した要素の相違である。

明治天皇の巡幸施設が高 さの強調や神社建築の意匠の援

用等によって,天 皇 を迎える建物 という 「格」を表現す

ることを重視しているのに対 し,皇 太子の巡啓施設は皇

太子の 日常生活 に近い空間を用意すること,す なわち生

活空間の 「質」 を重視している。明治天皇の巡幸施設で

は,施 設全体 の規模が大き くても,天 皇の使用する部屋

が一室に限定されてお り,ま た巡幸を記録 した資料でも

巡幸施設の居住性についてはほとんど述べ られていない。

皇太子の巡啓施設が皇太子にとっての 「臨時の住まい」

であるのに対し,明 治天皇の巡幸施設は 「住まい」とい

うよりむ しろ,御 神体や仏像を納める厨子 に近い存在 と

いえる。

第二 に反映されたイメージの相違である。明治天皇の

巡幸施設では,建 物の平面に定型はあるものの,外 観や

意匠はそれぞれの施設ごとに異なってお り,巡 幸を指揮

する太政官側の指示よ りむ しろ,そ の地方 または迎 える

人々が抱いた 「天皇のための建築」のイメージが直接反

映 していたと考え られる。これに対 し皇太子巡啓では,

平面や部屋の構成のみな らず,仕 様や使い方までよく統

一されていて,宮 内省の指示が細部 にまで及んでいたこ

とを窺わせる。皇太子の巡啓施設は,皇 太子の 日常生活

の場である東宮御所を写 したものであり,宮 殿 ・御用邸



の縮小版といえ,明 治後期 には 「皇室の住まい」の定型

がすでに確立されていたことを示 している。

明治天皇の巡幸施設において,本 来なら椅子座 に最も

ふ さわ しいはずの洋風建築で,敢 えて畳 を敷き,ト コを

設けるなど,和 風の要素を加味する改造 を加えて いたこ

とはすでに指摘 した通 りだが,こ の姿から連想されるの

は明治宮殿や御用邸の床仕様である。明治宮殿や御用邸

では,畳 敷の上 に絨毯を敷き詰めるという仕様が多用 さ

れてお り文51),表 面上 は全 く見えないにもかかわ らず畳

を敷くことにつ いて,弾 力性を増すため等 の理由が従来

説明されてきた文53)。皇室での絨毯の使用は,赤 坂仮皇

居時代 の明治5年 に始 まる文4)が,赤 坂仮皇居の場合,

元紀州藩邸 という和風建築であり,既 存の和風建築 を椅

子座 という洋風の生活様式に対応 させ るために畳の上に

絨毯 を敷いたことは理解 しやすいものの,新 築の明治宮

殿や御用邸であえて絨毯の下 に畳 を敷き詰める必要性は

見出せない。一方,明 治天皇の巡幸が行われたのは明治

5年 か ら18年 で,最 後の巡幸は明治宮殿の実施案が決

定 した時期に当たる文58)。洋風の巡幸施設で畳を敷いた

のは書院造の規 範を用 いて空間の格の高さを表現 しよう

としたためであったが,そ の 「格」は明治宮殿や御用邸

という皇室の建物 に最 も必要 とされる要素であった。巡

幸で用いられた仕様が天皇の座所 という格式 を表現す る

特別な方法として,宮 殿や御用邸で定型化 した可能性は

高いと考えられる。

3.2調 度と室礼

明治天皇巡幸と皇太子(大 正天皇)巡 啓を比較すると,

生活様式に変化 が見 られる。明治天皇巡幸では,建 築様

式に関わ らず常 に土足のまま椅子 とテーブル を用いる西

洋の生活様式が遵守されているが,皇 太子巡啓では椅子

座の生活様式を採用 しつつも靴 を脱 ぐ様式を採用してい

る。皇太子巡啓 の場合,皇 太子の 日常の生活に近づける

ことが意図されていたか ら,こ うしたスタイルは皇太子

御殿等でも行われていた可能性が高 く,明 治後期 にはい

わば日本化 した椅子座の生活様式が皇室に導入されてい

たことになる。

また,室 礼においては,和 風建築でも洋風建築で も椅

子 とテーブルを置 く点は共通するものの,大 きな相違が

見出される。明治初期の天皇巡幸においては,持 参 した

椅子 とテーブル のほか,畳 の上に更に置畳 を設け,幕 を

張 り注連縄を結ぶなど,建 物と同様和風の要素を用いて

天皇を迎えるにふさわ しい空間を設えた。ただ しその様

相は,テ ーブルと椅子 を置 く以外は各施設ごとに異なり,

天皇の座所 としての室礼は定型化 していなかった。一方,

明治後期の皇太子巡啓では,床 に絨毯 を敷き,持 参の椅

子 と金欄のテー ブル掛 を掛けたテーブルを置き,金 屏風

を据えるという室礼が確立 した。この椅子 ・テーブル掛 ・

金屏風による組み合わせが確立したことで,明 治前期の

巡幸施設のような混乱 した室礼 を脱却 して,和 洋双方の

要素を用いた新たな定型を獲得 し,以 後皇室を象徴す る

室礼として今 日まで継続した(図2-8)。 この室礼は,

建築の壁面や床面から自立 して成立す るため,洋 風 ・和

風などの建築様式や,建 物の内部 ・外部に関わ らず設置

することができ,天 皇や皇太子,さ らには皇族という身

分を表現する装置として場所 を選ばず機能 した。このた

め,建 築だけに天皇(皇 太子)の 「格」 を表現する役割

を負わせる必要がな くなった。近代の皇族は,別 荘など

私的空間において和風 に対する根強い執着が見られるこ

とをすでに指摘した文50)が,室 礼の成立 によって,「 格」

の表現にこだわ らず公的な空間でもこうした嗜好を満足

させることが可能になった。明治 中期以降の皇族邸宅の

洋風か ら和風への回帰の背景には,こ の 「皇室の室礼」

の確立が要因として存在 したと考えられる。

おわりに

以上,明 治前期の明治天皇巡幸施設 と明治後期の皇太

子(大 正天皇)巡 啓施設を対象に,平 面 ・意匠および調

度 ・室礼について検討 し,そ の特質 と設計意図について

考察 した。判明した諸点は次の通 りである。

(1)明 治天皇の巡幸施設 は,和 風建築が圧倒的に多 く,

大部分が個人住宅だった。いずれ も玉座1室 で構成さ

れ,巡 幸に当たって新築 ・改造された例が多かった。

(2)明 治天皇巡幸施設の うち,洋 風建築では巡幸時のみ

床に畳を敷き,ト コを設けるなど和風の要素が加味さ

れ,和 風建築では高さの強調や神社建築の意匠の援用

が行われて,天 皇の座所 という 「格」の表現が重視 さ

れた。

(3)明 治天皇巡幸では,天 皇が用いる椅子 ・テーブル ・

テーブル掛等 の調度がすべて持参され,天 皇は建築様

式に関わらず玉座に土足のまま入り,椅 子に座るとい

う生活様式を墨守した。また,椅 子やテーブルなど椅

子座に対応す る調度以外 に,置 畳 ・幕 ・御簾など和風

の調度によって,玉 座の 「格」が表現された。

(4)皇 太子(大 正天皇)の 巡啓施設は御座所 ・謁見所 ・

寝室など用途毎に複数の部屋を使い分け,各 室にふさ

わしい家具が用意された。また,建 築様式に関わ らず

寝室は畳敷に統一され,皇 太子の 日常の生活空間に近

づけること,す なわち居住空間としての 「質」が重視

された。

(5)皇 太子巡啓施設の御座所では,椅 子 とテーブルを置

き,テ ーブル掛 を掛け,金 屏風を立てる という今 日ま

で続 く室礼が定型化 した。 この室礼の確立により,建

築のみが格を表現する役割を担う必要がなくな り,皇



室が本来持つ和風への嗜好を満たす建築様式の選択が

可能になった。

(6)明 治宮殿等で採用 された畳敷の上に絨毯を敷き詰め

る仕様は,明 治天皇巡幸での室礼を踏襲 したと考え ら

れ,巡 幸施設が皇族邸宅の仕様等 に影響を与えた可能

性は高い。一方皇太子巡啓施設は,す でに定型が確立

していた皇族邸宅の姿を投影する存在であり,椅 子座

を踏襲 しなが ら靴 を脱 ぐといういわば日本化した椅子

座の様式が明治後期の皇室で用いられていたことを示

している。

以上のように,巡 幸 ・巡啓施設が一貫 して表現 しよう

としたのは,天 皇(皇 太子)の 座所 としての 「格」であ

る。それは建築 と室礼によって形成されるものであ り,

「見 る」側 と 「見 られる」側に 「格」を判断す る共通の

認識があって初めて成 り立つもの といえる。巡幸 ・巡啓

施設での 「格」の表現は,明 治初期 には建築が担う役割

が大 きく,明 治後期には室礼が担う比重が高 くなった。

換言すれば,座 敷飾など建築そのものの装置によって内

部空間の性格や格 を表現する という書院造 の考え方か ら

離れ、家具などの室礼によって表現するという洋風のイ

ンテ リアの考え方が認知されたことを意味する。

巡幸 ・巡啓施設は,特 別な人物のための特異な建築で

ある。 しか しそ こか らは,明 治 という時代 において、和

風 ・洋風という様式が何を担い,何 を表現しようとして

きたのか,そ の変容過程をみることができる。
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〔注〕

1)名称 は文献6及 び 「御巡幸二付沿道地方官心得方」(文 献5

所収)等 による。以下,宿 泊に用いるものを御泊行在所,昼

食に用いるものを御昼行在所,休 憩に用いるものを御小休所

と呼ぶ。

2)「 明治九年御巡幸二付心得方」(文 献2所 収)。

3)9年 巡幸 と14年 巡 幸で異なる用途に用いられた場合,別 に

数えているため,実 際の件数とは異同がある。

4)通 運 会社を営む 「四層楼の洋館」だった(文 献10)。

5)玉 座 は天皇が坐 る椅子を指すことが多いが,図1-2の よ う

に巡幸では明治天皇が坐る部屋そのものを玉座と呼んでいる。

6)注2の 史料にも 「御休泊行在所」について 「但,別 段修繕

ヲ加ルニ及バズ」とある。

7)文 献12～32所 収 の指図等による。なお湯殿は,漆 山御小休

所など,御 泊行在所以外でも用意した例が多い。

8)巡 幸 施設で和風建築を新築したもののうち,様 相がよくわか

る例を扱った。

9)文 献12所 収 の平面図の書込など。なお,文 献5の 記録等に

よれば,天 皇は庭側から直接靴のまま室内にあが り,庭 を向

いて椅子に座っている。 トコは,こ うした使い方に対応する

よう,天 皇の背後に当たる場所に設えられたと考えられる。

10)沼 垂御小休所(新 潟県,図1-11)な ど。

11)明 治5年3月13日 に天皇が東校と文部省に行幸した際にも

宮内省か ら文部省に椅子が差廻されている。 『明治五年幸啓

録二』宮内庁書陵部蔵。

12)『 明治十一一ff幸啓録十』宮内庁書陵部蔵。

13)聖 徳 記念絵画館所蔵 「枢密院憲法会議」な ど。 これはもち

ろん絵画であって事実 とはいえないが,こ うした調度 を用

いる様子が天皇の象徴的な姿と捉えられていたことがわかる。

14)御 座 所は 「便殿」 「御休憩室」 とも呼んでいるが,こ こで

は御座所という名称に統一する。

15)松 浦 邸(長 崎県平戸市,現 松浦資料館、明治26年),毛 利

元敏邸(山 口県下関市,明 治36年),毛 利 本邸(山 口県防

府市,大 正5年)な ど多数の例がある。

16)「 東 宮御所新築御二階家及其他各所模様替工事落成図」都

立中央図書館木子文庫所蔵,な ど。

17)『 明治四十一年行啓関係書類綴』宮城県公文書館蔵。


